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EV-DO フォワードリンクの測定 
シグナルアナライザとベクトル信号発生器を使ったデモ
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All Measure Function 
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はじめに 
 

このデモでは、CDMA2000 1xEV-DO Rev.0フォワードリンクの信号を MG3710Aベクトル信号発生器から出力し、

MS2690A/MS2691A/MS2692A/MS2830Aシグナルアナライザで測定します。 

 

このデモの目的は、次の事を理解することです。 

 MG3710Aベクトル信号発生器で CDMA2000 1xEV-DO Rev.0フォワードリンク信号を出力し、

MS2690A/MS2691A/MS2692A/MS2830Aシグナルアナライザを使って送信特性を測定する方法 

 All Measure Functionを使い、CDMA2000 1xEV-DO Rev.0フォワードリンク信号の送信特性を高速に測定する方

法 

 

はじめにデータ送信状態における測定を行い、次にアイドル状態における測定を行います。 

 
 

準備 
 

このデモで必要な機器は次のとおりです。 

 

 MG3710Aベクトル信号発生器 (ファームウェア Ver.2.00.02以降) 

 オプション 032  1stRF 100kHz to 2.7GHz (オプション 034、036でも可) 

 

 MS2690A/MS2691A/MS2692A/MS2830Aシグナルアナライザ (ファームウェア Ver. 5.05.01以降) 

 MX269026A  EV-DOフォワードリンク測定ソフトウェア 

 MX269026A-001 All Measure Function 

 MS2830A-006  解析帯域幅 10MHz(MS2830Aの場合) 

 

 RFケーブル  1本 

 
 

このデモで使用する EV-DOフォワードリンクの信号は、MG3710Aベクトル信号発生器に標準でインストールされている波

形パターンを使用します。 

 

下図のように機器を接続します。 

 

 
図 1. 接続図 

 
 

なお、本書で説明する操作は、手順を簡単にするため、ケーブル減衰量の設定やキャリブレーションの操作を省略してあり

ます。より正確な測定を行う場合には取扱説明書を参考に必要な操作を追加してください。 

 
 

  

RF Output RF Input 

ベクトル信号発生器 シグナルアナライザ 
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データ送信状態の出力： ベクトル信号発生器の操作 
 

EV-DOフォワードリンクの信号を MG3710Aベクトル信号発生器から出力します。操作手順は次のとおりです。 

 

【手順】 

1. [Preset]->[F3]Preset Allを実行します。 

2. [Load]を押してWaveform List to Loadのウインドウを表示します。 

3. 画面左の「Packages」のリストから「CDMA2000_1xEV-DO」を選択します。 

4. 画面右の「Pattern in Package」のリストから「FWD_2457_6kbps_1slot」を選択します。 

この波形は、1xEV-DO Revision 0、データレート 2,457.6kbps、変調方式 16QAMの信号です。 

5. [F6]Load Patternを実行します。 

6. [Select]を押してWaveform List to Playのウインドウを表示します。 

7. 画面左の「Packages」のリストから「CDMA2000_1xEV-DO」を選択します。 

8. 画面右の「Pattern in Package」のリストから「FWD_2457_6kbps_1slot」を選択します。 

9. [F6]Selectを実行します。 

10. [Frequency]を押して周波数を 870MHzに設定します。 

11. [Level]を押してレベルを－10dBmに設定します。 

12. RF Outputの[Mod On/Off]と[On/Off]を押して変調信号を出力します。 

 

以上の操作で、MG3710Aベクトル信号発生器の RF Outputからデータ送信状態の EV-DOフォワードリンク信号が出力

されます。 

 

 
 

図 2. ベクトル信号発生器の設定例(データ送信状態) 
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データ送信状態の測定： シグナルアナライザの操作 
 

EV-DOフォワードリンクのデータ送信状態の送信特性を MS2690A/MS2691A/MS2692A/MS2830Aシグナルアナライザ

で測定します。操作手順は次のとおりです。 

 

変調精度測定 
 

【手順】 

1. [Application Switch]を押して「EV-DO Forward」を選択します。 

2. [Preset]->[F1]Presetを実行します。 

3. [Frequency]を押して周波数を 870MHzに設定します。 

4. [Amplitude]を押してレベルを－10dBmに設定します。 

5. [Measure]->[F1]Code Domainを押します。 

6. [Single]を押して測定を開始します。 

 

以上の操作によって、周波数誤差と変調精度、そしてコードドメインパワーの測定ができます。 

 
 

 
 

図 3. 周波数誤差・変調精度・コードドメインパワーの測定結果例(データ送信状態・MACチャネルコードドメインパワー) 
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Code Domain画面の下部には変調精度測定の数値結果が表示されます。 

周波数誤差は「Frequency Error」を参照します。 

変調精度は「ρoverall1」、「ρoverall2」、「ρpilot」を参照します。 

MACチャネルの最大非アクティブチャネルの電力は「Max. MAC Inactive CH Power」の「Power」を参照します。 

 

Code Domain画面の上部にはコードドメインパワーのグラフと各チャネルの電力が表示されます。 

 

MACチャネルの各 I/Qコードを表示するには、[Trace]->[F2]Code Domain Channel Typeを MACに設定します。

[Marker]を押して[F2]Branchと[F3]Code Numberを設定すると任意のコードチャネルのパワーと ρを参照できます。 

 

トラフィックチャネルの各 I/Qコードを表示するには、[Trace]->[F2]Code Domain Channel Typeを Dataに設定します。

[Marker]を押して[F2]Branchと[F3]Code Numberを設定すると任意のコードチャネルのパワーと ρを参照できます。 

 
 

 
 

図 4. 周波数誤差・変調精度・コードドメインパワーの測定結果例(データ送信状態・Dataチャネルコードドメインパワー) 
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送信電力測定 
 

7. [Measure]->[F2]Power vs Timeを押します。 

8. ファンクションメニュートップ->[F3]Common Setting->[F2]Slot Typeを Activeに設定します。 

9. [Trace]->[F4]Storage->[F1]Modeを Onに設定します。 

10. [Trace]->[F4]Storage->[F2]Countを 513に設定します。 

11. [Measure]->[F2]Power vs Time->[F6]Display Itemを Averageに設定します。 

12. [Single]を押して測定を開始します。 

 
 

 
 

図 5. 送信電力の測定結果例(データ送信状態・Dataチャネル) 

 
 

データ送信中の電力は、その平均電力に対して±2.5dBの範囲に収まっている必要があります。送信電力測定は 512回を

越える平均化をします。シグナルアナライザの Power vs Time画面に表示されたテンプレート線の内側に波形が収まって

いる場合、判定結果が「Pass」、それ以外の場合は「Fail」です。 
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占有帯域幅測定 
 

13. [Measure]->[F7]OBW(FFT)を押すと、シグナルアナライザ機能によって占有帯域幅測定ができます。 

 

 
 

図 6. 占有帯域幅の測定結果例 
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エミッション測定 
 

14. [Measure]->[->](ファンクションメニュー2ページ目)->[F6]Spectrum Emission Mask(Swept)を押すと、スペクトラムア

ナライザ機能によってエミッション測定ができます。 

 
 

 
 

図 7. エミッションの測定結果例 
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送信特性項目の一括測定 
 

シグナルアナライザの All Measure機能を使うと、周波数誤差と変調精度、コードドメインパワーに加え、電力対時間とスペ

クトラム測定をすべて一括して測定することができます。この機能を使うと、各測定項目を 1つずつ対応する機能を選択し

て測定するより短い時間で測定できます。測定単位は Modulation Analysis、Occupied Bandwidth、Spectrum Emission

の 3つがあり、それぞれ測定の有無、平均化回数などを設定することができます。 

 

【手順】 

15. [Measure]->[F3]All Measureを押します。 

16. [F1]Modulation Analysis Setting->[F2]Storage->[F1]Modeを Onに設定します。 

17. [F1]Modulation Analysis Setting->[F2]Storage->[F2]Countを 513に設定します。 

18. [Single]を押して測定を開始します。 

 

以上の操作で変調精度、送信電力、占有帯域幅、エミッション測定を一度に行うことができます。 

 

 
 

図 8. All Measure機能の測定結果例 
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アイドル状態の出力： ベクトル信号発生器の操作 
 

次に、アイドル状態におけるパイロット・MACチャネルの測定を行います。次に示す MG3710Aベクトル信号発生器の操作

手順は、データ送信状態の出力操作を行った後の続きです。 

 

【手順】 

1. [Load]を押してWaveform List to Loadのウインドウを表示します。 

2. 画面左の「Packages」のリストから「CDMA2000_1xEV-DO」を選択します。 

3. 画面右の「Pattern in Package」のリストから「FWD_Idle」を選択します。 

4. [F6]Load Patternを実行します。 

5. [Select]を押してWaveform List to Playのウインドウを表示します。 

6. 画面左の「Packages」のリストから「CDMA2000_1xEV-DO」を選択します。 

7. 画面右の「Pattern in Package」のリストから「FWD_Idle」を選択します。 

8. [F6]Selectを実行します。 

 

以上の操作で、MG3710Aベクトル信号発生器の RF Outputからアイドル状態の EV-DOフォワードリンク信号が出力さ

れます。 

 

 
 

図 9. ベクトル信号発生器の設定例(アイドル状態) 
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アイドル状態の測定： シグナルアナライザの操作 
 

EV-DOフォワードリンクのアイドル状態の送信電力を MS2690A/MS2691A/MS2692A/MS2830Aシグナルアナライザで

測定します。操作手順は次のとおりです。 

 

送信電力測定 
 

【手順】 

1. [Measure]->[F2]Power vs Timeを押します。 

2. ファンクションメニュートップ->[F3]Common Setting->[F2]Slot Typeを Idleに設定します。 

3. [Trace]->[F4]Storage->[F1]Modeを Onに設定します。 

4. [Trace]->[F4]Storage->[F2]Countを 513に設定します。 

5. [Measure]->[F2]Power vs Time -> [F6]Display Itemを「Average」に設定します。 

6. [Single]を押して測定を開始します。 

 

以上の操作によって、パイロット・MACチャネルの送信電力の測定ができます。 

 

[Trace]->[F1]Trace Modeを設定すると、半スロット区間・オン区間、立ち上がりと立下りの拡大表示を切り替えることがで

きます。 

 
 

 
 

図 10. 送信電力の測定結果例(アイドル状態・パイロット・MACチャネル・半スロット) 
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図 11. 送信電力の測定結果例(アイドル状態・パイロット・MACチャネル・オン区間) 
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図 12. 送信電力の測定結果例(アイドル状態・パイロット・MACチャネル・立ち上がりと立下り区間) 
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